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緒言
2018年は明治元年（1868年）から150年にあたり、日

本各地で明治150年の記念イベントが行われた。山口
県でも防府市のおもてなし観光課が中心となり、慶応
2年（1866年）に三田尻でイギリスの東洋艦隊司令官
キング提督と長州藩主毛利敬親・元徳父子、岩国藩主
吉川経幹が会見した際の献立を再現した。12月29日は
長州藩側が接待し、30日はイギリス側が接待した。こ
れら両日の料理を日英饗応料理という（五島ら、2021、
Senneck・Goto,2020, Goto・Senneck,2020）。また、
2018年7月13日から8月26日まで山口県立美術館で開催
された「明治150年記念特別展　激動の幕末長州藩主毛
利敬親」の関連イベントとして7月21日に開催された
ウォーキング&グルメイベント「古地図を片手に幕末
の山口を歩こう！×毛利敬親の参勤交代弁当を食べよ
う！！」の一環で毛利敬親の参勤交代弁当を再現した
（山田・園田、2019、石永、2018、園田、2018）。本
稿では毛利家おもてなし献立を再現した維新之宴とそれ
を基に開発された維新饗応弁当、維新之宴と再現したイ
ギリス側の献立、再現した参勤交代弁当とイベントに合
わせて開発した弁当の栄養評価の結果を報告する。

方法
管理栄養士である著者がそれぞれの料理について食品

成分データベース［日本食品標準成分表2020年版（八
訂）］（文部科学省、2021）７）を用いて栄養価計算を
行った。栄養素等の表では調味料等は下部にまとめて示

した。栄養素等の表の「Tr」は最小記載量の1/10以上含
まれているが、5/10未満であることを示す。「-」は未
測定であることを示す。「(0)」は文献等により含まれ
ていないと推定される成分で、推定値である。「(Tr)」
は微量に含まれていると推定されるものである。原材料
配合割合（レシピ）等を基に計算した場合には、（ ）
を付けて数値を示す。無機質、ビタミン等においては、
類似食品の収載値から類推や計算により求めた成分につ
いて、（ ）を付けて数値を示す。

結果
表１は慶応2年（1866年）12月29日の毛利家おもてな

し献立と30日のイギリス側の献立を示した。毛利家お
もてなし献立は、「英国人三田尻渡来一件」（山口県文
書館蔵、1866）に記載されている。献立の詳細につい
ては既報を参照されたい。

表2は慶応2年（1866年）12月29日の毛利家おもてな
し献立と再現した維新之宴およびそれを基に開発された
維新饗応弁当の献立を示した。今回再現した献立の表記
は文献または献立を調理した料理人の表記に従った。

表3は維新之宴の栄養素等を示した。九年母はうん
しゅうみかんで計算した。

表4は日英饗応料理のイギリス側再現料理の栄養素等
を示した。

表5は維新之宴とイギリス側再現料理の栄養素等の比
較を示した。ただし、イギリスの栄養素等は表1に○印
をつけた今回再現した料理のものである。エネルギーは
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日本1,740 kcal、イギリス2,107 kcalと1食のエネルギー
としてはかなり多かった。特にイギリスは、脂質が多
く、エネルギーの47 %が脂質由来であった。たんぱく
質は日本101 g、イギリス90 gと日本人の食事摂取基準
（2020年版）（「日本人の食事摂取基準」策定検討会、
2019）の成人男子の推奨量65 gを優に超えていた。飽
和脂肪酸は日本9.3 g、イギリス43.3 gであり、食事摂取
基準では成人は7 %以下とされているが、日本5 %、イ
ギリス18 %であった。コレステロールは食事摂取基準
（2020年版）では目標量は設定されなかったが、脂質
異常症の重症化予防の目的から200 mg/日未満に留め
ることが望ましいとされている。しかし、日本783 mg、
イギリス840 mgと多かった。食物繊維総量は食事摂取
基準では成人男性は21 g以上とされおり、日本12 g、イ
ギリス33 gであった。食事摂取基準で食塩相当量は成人
男性で7.5 g未満とされているが、日本12.9 g、イギリス
5.7 gであった。

表6は維新饗応弁当の栄養素等を示した。表7は維新
之宴と維新饗応弁当の栄養素等の比較を示した。食事摂
取基準と比較すると維新之宴、維新饗応弁当ともに、エ
ネルギー、たんぱく質および食塩が多く、脂質は適切な
エネルギー比率であった。維新之宴は牛肉で飽和脂肪酸
が多くなったが、維新饗応弁当は牛肉が入っていないた
め飽和脂肪酸は抑えられていた。維新之宴でコレステ
ロールがかなり多かった。食事摂取基準の目標量で50
～60％エネルギーとされている炭水化物は維新之宴で
38%、維新饗応弁当で53%であった。維新之宴、維新饗
応弁当ともに1食分としては、カリウム、鉄、レチノー
ル活性当量、ビタミンD、ビタミンB1、ビタミンB2、ビ
タミンCおよび食物繊維総量は十分に含まれていた。カ
ルシウムは維新之宴には十分に含まれていたが、維新饗
応弁当では少なかった。

表8は毛利敬親公が参勤交代の際に食べた弁当を忠実
に再現した弁当と2018年7月21日のイベント用に開発し
た弁当の献立を示した。毛利敬親公の参勤交代弁当は
「長州藩財政史談」（兼重、1912）に記載されている。
献立の詳細については既報を参照されたい。

表9および表10は毛利敬親公の参勤交代弁当の忠実再
現弁当およびイベント用弁当の栄養素等である。また、
表11はそれらを比較したものである。エネルギーは忠
実再現弁当798 kcal、イベント用弁当647 kcalであった。
成人男性の昼食としては、どちらも若干エネルギーが足
りないが、成人女性の昼食とするならば十分であった。
脂質はそれぞれ3 %エネルギー、6 %エネルギーと極端
に少なかった。そのため、炭水化物がそれぞれ75 %エ
ネルギー、80 %エネルギーと極端に多くなった。レチ
ノール活性当量はそれぞれ13 μg、218 μgであり、忠

実再現弁当で極端に少なかった。ビタミンB1はそれぞれ
0.2 mg、0.2 mgであり、どちらも少なかった。ビタミン
Cはそれぞれ4 mg、25 mgであり、忠実再現弁当で極端
に少なかった。食物繊維総量はそれぞれ14 g、11 gと1
日の目標量の半分以上の十分な量含まれていた。食塩相
当量はそれぞれ9.3 g、6.3 gであり、どちらも多かった
が、特に忠実再現弁当多かった。
考察

表5の日英饗応料理は、日本もイギリスも大変なご馳
走であり、エネルギーをはじめ多くの栄養素が1食また
は1日分の食事摂取基準を上回っていた。今回のイギリ
ス側の再現では、ボイルドチキンのソースとしてバター
を使用したパセリソースとレモンソース、生クリームを
使用したホワイトソースを再現した。また、デザートの
ジャムタルトとジンジャープディングも多くのバターを
使用している。そのため、脂質と飽和脂肪酸が多くなっ
た。また、デザートのリンゴ煮にはカスタードクリーム
を添えて再現した。そのため、卵を使用したカスタード
クリームとカスタードプディング由来でコレステロール
が多くなった。食物繊維がイギリス側で33 gと多くなっ
たのは、豆のスープのグリンピース、付け合わせのイン
ゲン豆とジャガイモ由来であった。イギリスの栄養素等
には今回再現しなかったアイリッシュシチュー、チキン
パテ、ローストマトン、ローストビーフおよび献立には
記載されていないが供されたであろうパンが含まれてい
ない。そのため、これら5品を含めれば栄養素等はさら
に多くなる。加えて、饗応の場では、酒も供されたと考
えられるため、酒由来のエネルギー量も増える。しかし
ながら、どちらの献立も大変量が多いため、参加者が全
部食べられたかは不明である。

表7の維新之宴と維新饗応弁当ともに大変なご馳走で
あり、エネルギー、たんぱく質が多いにも拘わらず、脂
質は適切なエネルギー比率であったこと、さらに食塩が
多かったのは、和食の料理の特徴といえる。維新之宴で
コレステロールがかなり多かったのは卵を含め動物性た
んぱく質が多かったことが考えられた。炭水化物（%エ
ネルギー）は維新之宴で食事摂取基準より少なかったが、
維新饗応弁当で適当であった。レチノール活性当量は卵、
緑黄色野菜、ハモ由来であった。カリウムは野菜、動物
性たんぱく質が由来であり、特質すべきはハモのカリウ
ム含有量の多さであった。日英饗応料理の舞台となった
防府市は、ハモを天神鱧とブランド化し、特産品として
いる。維新饗応弁当は鱧料理の技術研修や新メニュー開
発などの活動を行っているはも塾加盟店が2018年10～
11月の土日祝日に販売したものである。今回、維新之
宴を再現した桑華苑（防府市）もはも塾の加盟店であり、
維新饗応弁当も販売した。そのため、維新之宴と維新饗
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応弁当ともにハモを使った料理が多かった。カルシウム
は魚介類と卵に多く含まれていた。鉄は動物性たんぱ
く質由来であった。ビタミンDは魚介類、特にハモ、卵
に多く含まれていた。ビタミンB2はカモ、ハモ、卵由来
であった。ビタミンCは野菜、果物に多く含まれていた。
維新之宴の献立の卵の出現頻度の多さが各種ミネラル、
ビタミンの多さに貢献した。さらにハモもミネラル、ビ
タミンの良い給源であった。維新之宴、維新饗応弁当と
もに少なかった栄養素もあるが、1日の内の1食に過ぎ
ず、他の食事［（朝食および昼食）または（朝食および
夕食）］で足りない栄養素を補えばよいと考えた。

表9の毛利敬親公の参勤交代弁当のエネルギーは、当
時の日本人の体格は、男性で155～158 cmと現在より小
さかったこと、参勤交代の道中は籠に乗っており、活動
量が少ないと考えれば、適切なエネルギーであったと推
察された（鈴木、1985、鈴木1996、平本、2004）。脂
質が極端に少なく、炭水化物が極端に多かったが、天
保期の脂質エネルギー比率は5.5 %であったため、妥当
な値と考えた（五島、2015）。レチノール活性当量が、
忠実再現弁当で極端に少なかったが、これは弁当に緑黄
色野菜が使用されていなかったためであった。ビタミン
Cが忠実再現弁当で極端に少なかったのは、野菜、果物
およびこんにゃく以外のイモ類が使用されていなかった
ためであった。食物繊維総量は忠実再現弁当ではわかめ、
しいたけ、奈良漬け由来、イベント用弁当はわかめ、し
いたけ由来であった。食塩相当量が、特に忠実再現弁当
で多かったのは、奈良漬けが忠実再現弁当で7枚、イベ

ント用弁当で1枚としたためであった。この理由は、前
掲の「長州藩財政史談」に「今一段は奈良漬けて此はお
決まりの様に思います」とあるからであった。忠実再現
弁当に不足している栄養素もあるが、朝晩に本陣で食べ
ると考えれば、昼食で不足した栄養素も十分補えていた
のではないかと考えた。

今回再現した日英饗応料理と参勤交代弁当は文献に献
立（料理名）は残されているが、その作り方、分量は記
載されていなかった。そこで、維新之宴と参勤交代弁当
は江戸時代の料理本を参考に著者らの助言をもとに日本
料理の料理人が、日英饗応料理のイギリス側はイギリ
スの当時から版を重ねる「ビートン夫人の家政読本」
（Beeton,1861）を参考に著者らの助言をもとに防府市
生活改善実行グループ連絡協議会が再現した。そのため、
当時と全く同じというわけではない。今後は、再現した
料理を学校教育や食育に展開していきたい。
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